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関西エリアの今冬の最大電力と電力量

○12月中旬および年末年始の気温は、平年に比べ低めに推移し、暖房需要等が増加。

○1月12日には最大電力が2,596万kWとなり、冬季最大の記録を更新。（2011年の東日本大震災以降、最大）

○12月1日から1月27日までの電力量は、前年に比べて、6％程度、増加。

【需要】

＜電力量（ｋＷｈ）＞

＜最大電力（ｋＷ）＞
送電端
【万ｋＷ】

２０１９年度 ２０２０年度 差

１２月（12/１～12/31） １２４億ｋＷｈ １２８億ｋＷｈ +４億ｋＷｈ（１０３％）

１月（１/１～１/27） １０９億ｋＷｈ １１９億ｋＷｈ +１０億ｋＷｈ（１０９％）

合計 ２３３億ｋＷｈ ２４７億ｋＷｈ +１４億ｋＷｈ（１０６%）

※過去１０年で最も厳寒となった気象条件での想定需要
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気温【℃】
(大阪)

今年度 日最低気温
平年最低気温

平年最高気温
今年度 日最高気温

2,486万kW（想定※）

2,564
1/８

万kW 2,596
1/12

万kW
2,555万kW（想定※）

2019年度 2020年度



3関西エリアの今冬の供給力と電気の使用率

○原子力発電所の定期検査の延長や火力発電所のトラブル等により、供給力が減少。
○運転可能な火力発電所の最大限の活用や、広域機関を通じた応援融通等を通じて、供給力を確保。

【供給力】

水力

火力

その他

＜供給力の推移＞（イメージ）

水力

火力

その他

想定（昨年10月） 年始実績

一部で
トラブル

◆火力燃料（ＬＮＧ、石油）を追加調達し、
運転可能なプラントを最大限活用

◆増出力運転の実施
◆試運転電力の活用

◆応援融通
◆自家発の発電出力増加の協力
◆高圧発電機車の活用

原子力

水力

火力

その他

現在

○12月以降、使用率は90％前後で推移していたが、厳しい寒さが続いた１月上旬には99％に達するなど、ひっ迫した需給状況となった。
○大飯発電所4号機の復帰などにより、１月中旬以降の需給状況は比較的安定して推移しているが、今後も厳気象や発電所のトラブル
等のリスクがあることから、引き続き、安全・安定供給に全力を尽くす。

【電気の使用率の推移】（当日の最大使用率）

95%

80%

原子力

12/1  1/1                                                                1/271/10 1/12
電気の効率的な
使用のお願い

1/17
大飯発電所
４号機並列

2019年度 2020年度

一部で
トラブル

12/15：99% 1/9：99% 1/12：99%


